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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 審査対象論文は、高速クラスターイオン照射における固体内電子の応答現象を解明するために、０度
電子分光法を用い、コンボイ電子収量やコスタークロニッヒ遷移によるAuger電子収量におけるクラスター
効果の実験的研究を行い。実験結果から、薄膜透過中の複数イオンによる効果の重要性、さらには、二
次電子放出過程における散乱電子の輸送過程の重要性を示唆するものである。 
 高速クラスターイオン照射は単原子イオンでは実現できなかった高密度エネルギー付与を可能にする
だけではなく、電荷と入射速度の従来の照射パラメーターに、入射原子の核間距離という新しい実験パラ
メーターが加わり、単原子イオンビームでは実現不可能であったイオン照射効果を可能とする。これにより、
新しい技術開発に繋がることが期待されるが、そのためにはクラスター照射時に起きる物理現象の理解は
不可欠である。本研究は高速イオン照射の際の重要な物理過程である、固体内電子の応答に注目し、ク
ラスター照射における物理の解明を試みたものである。 
 本論文により、コンボイ電子収量の膜厚依存性から明らかになった。固体内での散乱電子の輸送過程
における複数原子による影響の存在は、従来の研究では指摘されていない新しい視点であり、この観点
から見ると、二次電子収量におけるクラスター効果についても大きな寄与があることが示唆されたことは特
筆すべき功績である。また、コスタークロニッヒ遷移による Auger 電子の収量におけるクラスター効果は、
薄膜出射後に形成される Rydberg原子の生成におけるクラスター効果を観測するものとして、本研究によ
って新しく存在が確認されたものである。Rydberg 原子の軌道半径はその主量子数に依存することから、
今後、Rydberg 原子の生成におけるクラスター効果の主量子数依存性についての研究を行うことによって、
固体内散乱電子や、入射イオンの電子状態についてより詳細な研究が期待される。 
 
〔最終試験結果〕 
  
 平成３１年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
